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[トン]

目標 
34,200 トン 

処理能力
35,560 トン 

 

②指定袋無料配付の見直し 
1 人 1 日当たりの焼却ごみ量で考えると▲5.5％ 

将来推計のごみ量で考えると▲7.6％（グラフ右） 

40,795 
23,383 

重点施策実施後の焼却ごみ量の推計について 

Ⓑ重点施策実施後の事業系焼却ごみ量 

資料６ 

Ⓐ重点施策実施後の家庭系焼却ごみ量 

25,841 

21,103 
21,595 

14,954 

13,097 

 

③雑紙の分別周知 
古紙類の収集日統合、雑紙の分別

周知により家庭系焼却ごみを 

将来推計のごみ量から▲2.3％ 37,944 

34,692 

34,200 

Ⓒ重点施策実施後の総焼却ごみ量（Ⓐ＋Ⓑ） 

①持込事前申請制度 

②指定袋無料配付の見直し 

⑤事業系ごみ処理手数料の適正な見直し 

③雑紙の分別周知 

 
⑤事業系ごみ処理手数料の適正な見直し 

1 人 1 日当たりの焼却ごみ量で考えると▲5.０％ 

将来推計のごみ量で考えると▲10.1％（グラフ右） 

▲7.6％ 

▲2.3％ 

▲10.1％ 

14,561 

 
④事業系ごみの増加トレンドの見直し 

・総量の増減が少ない刈り草の固定化 

・事業系古紙の持込禁止によるリサイクルルートへの誘導 

[トン] 

[トン] 
 

①持込事前申請制度 
粗大ごみ量を年間 1,019ｔに固定して、 

将来推計のごみ量から▲9.5％ 

④事業系ごみの増加トレンドの見直し 

▲9.5％ 

▲2.6％ 

将来推計のごみ量から▲2.6％ 

焼却施設のごみ量推計（クリーンセンターのごみピットに入るごみの量） 


